児童文学におけるキャリア意識ー自己分析と適職発見ー by 鬼塚 雅子
Noel Streatfeild (1895-1986), English novelist, has been called the pioneer of the career
novel in children’s literature. One such novel of hers, The Circus is Coming (1938) received
a Carnegie Award in 1938. Streatfeild incorporates in the work her stage experiences as a
professional actress for over ten years. She furthermore conveys career consciousness and
distinguishes the professional from the amateur through striking depictions of her
characters’ personalities. Peter and his sister Santa, the orphaned hero and heroine, are
scolded, advised and supported by their uncle, circus staff and their children. In this study,
I explore how Peter and Santa become spiritually independent and develop career
consciousness. I also suggest what difficulties may arise in young people today due to a
lack of communication and social skills.
はじめに
児童文学において「キャリアノベル」Career Novel（職業小説）と呼ばれる分野は、英米と
も1936年にはじめて登場したと言われている。1ノエル・ストレットフィールド（Noel Streatfeild
1895-1986）の『バレエ・シューズ』（Ballet Shoes 1936）がそれである。以後テニスや映画産
業などを主題とする彼女の作品が次々と出版され、『サーカスきたる』（The Circus is Coming,
1938）ではカーネギー賞を受賞している。多くの英米の作家たちがストレットフィールドになら
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い、その結果、少女向けの職業小説は20世紀に増大した女性の自立を反映していたとも言える。
しかし、中には恋愛小説あるいは家庭小説の比重が大きくなってしまったものも多い。ストレッ
トフィールドの『バレエ・シューズ』も、彼女の経験を生かした演劇学校の訓練や少女たちがプ
ロとして舞台に出演する場面の描写はリアルで興味深いが、全体的には家庭小説の印象が強い。
本稿でとりあげる作品『サーカスきたる』（The Circus is Coming）では、わずか11歳と12歳
の兄妹が劣等感に苦しみながらも、自分と向きあい、自分の適性や強みを見出し、将来の方向性
を見つけ、人生設計をたてる過程が描かれている。キャリアカウンセリングという言葉が世間的
にほとんど認知されていない70年も前に、しかも第二次世界大戦前の階級意識が強かった英国
で、主人公の子どもたちも周囲の大人もそれとは気づかずにキャリア意識を持っていることは興
味深い。作品の舞台はサーカスという特殊な集団の中で、描かれる仕事の大半は高度な技術と芸
術性を求められる肉体労働である。キャリア意識というといわゆるホワイトカラーのデスクワー
クを考えがちだが、この作品では肉体を酷使し、長期間にわたる過酷な訓練を要する職業にスポ
ットライトをあてている。
本稿では教育を受けながら身体を資本とする仕事に就く決心をする子供たちの変化（成長過程）
と心理状態を分析し、現代のキャリア意識との比較を考察する。甘やかされて育った世間知らず
の子どもたちが涙にくれながらも、技術習得のための訓練に励み、模索しながら自分に合った職
業を見つけようと努力して、自立に醒めるまでのたくましい成長ぶりを描くこの作品はカーネギ
ー賞に十分値する。さらに、周囲の人間（とくに大人たち）との間に生じる摩擦や、挫折・自惚
れ・嫉妬などの赤裸々な感情を分析しながら、子ども同士あるいは指導者たる大人たちとのコミ
ュニケーションのむずかしさなど、単純なストーリーが現代に通ずる問題にどのような解決のヒ
ントを読者に与えているのかを考察する。
1．自分を知る
キャリアを意識し、将来の職業を考える場合、最初にすべきことは自己分析である。まずは自
分という人間を理解しなくてはならない。「自分の顔を自分で見ることのできる人間はいない」
（‘There’s none of us can see ourselves.”2）とあるように、自分がどういう存在かを知ることは
厳しいことであるが、それがキャリアへの第一歩と言える。実際には、自分を過信していたり、
卑下していたり、本当の自分の大きさを知らない若者が多い。中には、知るのが怖いのか、敢え
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て自分を見つめ直そうとしなかったり、間違った自分を本当の自分だと思い込んだりしているも
のもいる。それゆえ、キャリア教育のスタートで学ぶ最初の項目は「自己を知る」という場合が
多い。それではこの小説の主人公であるピーター（Peter）とサンタ（Santa）の孤児の兄妹は
どのように「自己を知り」、「自己分析」していったのであろうか。
この小説の舞台は第二次大戦前の英国で、階級意識が社会に根強く浸透しており、それは子ど
もといえども同様であった。長い間公爵夫人の侍女（personal maid）をしていた伯母レベッカ
（Rebecca）に育てられた兄妹は、いつのまにか自分たちも貴族階級に所属しているという錯覚
にとらわれていた。伯母と雇い主の公爵夫人一家と伯母の退屈な友人である数名の大人としか関
わりのない生活を10年近くも送っていたからである。さらに不幸なことに、その大人たちは知
性豊かとは言えないにもかかわらず、兄妹の家庭教師を務めていた。教え方の下手な引退牧師か
らラテン語を、教師だった亡き夫の残した教科書を頼りに、その未亡人から本人もよくわからな
い算数と読み書きを、自分でも小曲を少ししか弾けない伯母の友人からヴァイオリンを習ってい
た。その結果、ピーターとサンタの兄妹はさっぱりものを知らない子ども（“most ignorant
children” p.11）に育ったのである。
The worst part of Peter’s and Santa’s lives, which was a part they did not
know themselves, was that Aunt Rebecca’s foolish ways of thinking were
catching. It is almost impossible to live with somebody who thinks you are too
grand to know anybody and not get a bit that way yourself. (p.13.)
こうした頼りにならない悪気のない大人たち以外には、二人には会話をする人間がいなかった、
つまり友人も親戚もいなかったのである。それ故、二人は階級意識にとらわれすぎていただけで
なく、一般常識とコミュニケーション力が大いに不足したまま成長していった。
知らないうちに世の中と遮断された生活を送っていた兄妹は、自分たちが特殊な環境の中で育
てられたことに気付かなかったし、自分たちの常識のなさも学力の低さも認識していなかった。
友人がいないだけに強い絆で結ばれた二人は伯母の死後、別々の孤児院に入れられるのが嫌で、
わずかな手がかりを頼りにサーカス団員の伯父ガス Gus（伯母の弟）のもとへ強引に身を寄せ
る。その伯父から自分たちが貴族ではなく庶民であるという事実を知って、大きな衝撃を受ける。
‘. . . . Do you know what your grandfather was, for a start?’ The children
shook their heads. ‘He was a gardener.’
児童文学におけるキャリア意識
― ―５７
Aunt Rebecca had never defined her position in the duchess’s household. Peter
and Santa had never asked. They had heard the duchess continually quoted
and had come to think of her as perhaps a distant relation. They were surprised
and sounded it.
‘A gardener!’ . . . .
‘No need to take that tone. We’ll be lucky if you turn out anything half as
useful. Very good gardener your grandfather. Became head at Plyst. You’ll
have heard your aunt speak of the place.’ . . . . ‘Your grandmother was in the
kitchen there till she married.’
‘In the kitchen!’
Gus nodded.
‘I was telling you, Santa, that she was a good cook.’ (p.65.)
‘What did our father do?’ Santa asked at last.
‘Tom? He fancied horses. He went as groom to the duke. You see, my old
dad, your grandfather, he always said : “Put your feet under another man’s
table and you’ll be all right!”’ (pp.65-66.)
‘Who was our mother?’ . . . .
‘. . . . Your mother was sort of nursery governess. An orphan she was.’ . . . .
‘. . . . Rebecca she was the eldest, and she works up to be personal maid to the
old duchess,’ . . . . (p.68.)
ここで次々と身内が就いていた職業名が出てくる、庭師、料理番、馬丁、サーカスの芸人、保母
兼家庭教師（nursery governess）、公爵夫人の侍女…これらは庶民の職業であり、呼称は時代に
よって異なるが、昔からある伝統的な職業である。たとえば保母兼家庭教師は、乳母であり、ば
あやであり、子守であり、家庭教師であった。芸人は宮廷の道化師や大道芸人に通じる。侍女は
召使であり、女中であり、今でもお手伝い（メイド）として存在している。庭師も料理番も馬丁
もかつてのように屋敷のお抱えというわけにはいかないが、今では専門職としてみなされている。
こうした職業はこの小説の時代では、現代の正規雇用と同じとは言い難いが、たいていの場合、
老いて働けなくなるまで主人に仕え、屋敷に勤めていたものと考えられるから、正社員待遇と言
ってもさしかえないだろう。両親と祖父母の職業を知ることは、下記の引用にあるように、ピー
ターとサンタにとって「自分を知る」という苦行への第一関門だった。
It is a very funny feeling to have your world turned upside down. They had
after all spent a good many years being told they were too grand to mix with
their neighbours. Now they found not only that they came from quite simple
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people, but that Gus was proud of it. It was muddling. (p.65.)
たとえピーターとサンタの考えが間違っていたとしても、かれらは階級意識をよしとする環境の
中で育てられたのだから、責めるわけにはいかない。また突然、庶民の仕事と両親や祖父母がつ
ながっていると言われても、受け入れ難いのも無理はない。強烈なパンチを全身に受けたような
大打撃だったはずである。これまで信じていた価値観がひっくり返る事態である。それ故、ピー
ターとサンタは混乱状態に陥ってしまった。価値観は生きていく上で重要な要素だが、キャリア
の上でも能力・興味と並んで重要視されている3。ピーターとサンタが自分たちの方向性を見つ
けるのに苦労するのも、この価値観の転倒が大きく影響したのである。
現在と違って家柄重視の大戦前では親の職業は子どもにとって意味のあるものだった。しかし
一方では親、祖父母、先祖のことを知ることは自分の体内に流れる DNAを認識すること、すな
わち適性や才能を理解することになるのではないだろうか。なぜなら、親や祖父母たちの多くは
家庭の事情があったにせよ、またいかなる職業にせよ、その仕事をほとんど死ぬまで続けたから
である。それはすなわち当人に適性があったからだと解釈できるのではないか。ピーターとサン
タは衝撃に打ちのめされるが、やがて両親や祖父母の身分や職業を理解し、現実を受け入れたう
えで、自分の適性と将来を考え始める。11、12歳の子どもにとってはつらい経験であるが、成
長するために必要な試練でもある。この試練を経験しない若者は就職しても、一度行き詰まると
すぐに放り出す、つまり退職してしまう。ピーターとサンタのように幼くして試練を体験する者
は、簡単に挫折したり、やすやすと仕事を手放すことはしないだろう。
次なる自己分析は学力である。ピーターとサンタは伯母の階級意識と経済的理由から一度も学
校へ行っていなかった。そこでサーカス団員の伯父のもとへ来てから、初めて学校へ行き、自分
たちの学力の低さを大勢の子どもたちの前で明らかにされ、絶望的になる。
It took neither of them five minutes to realize how appallingly backward they
were. It was a nasty shock. If there was one thing that they knew for certain it
was that they were far better educated than ordinary school children. . . . . Even
before the recreation break Peter and Santa had sunk to depths of humiliation,
taking the exaggerated view that they knew nothing at all. (p.114.)
Peter leant against the wall loathing himself. Why had he made such a silly
answer? He might have known they would laugh. Why had he and Santa been
brought up like that? It had been all wrong. They knew nothing, and nobody
wanted them. Lolling there against the wall he indulged in an orgy of self-pity.
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(p.115.)
He knew he was being hateful, and he wished he was not. But he felt simply
miserable. Somehow with Aunt Rebecca he had been the boy, and there had been
a sort of understanding that over some things he knew best. Santa had always
been admiring. . . . . Now suddenly he seemed to be nobody. Any tent hand knew
more about circuses than he did. . . . . Gus considered him a hopeless fool, could
not even trust him to buy himself gum-boots and a pullover ; . . . . (p.118.)
身分も学力もないと知った兄妹の絶望は計り知れないほど大きかったであろう。自己を知るとい
うことがこれほど辛く、残酷なものだったとは、初期の低学年向きの物語にしては、あまりにシ
ビアであまりに現実的である。全体的には甘い菓子のようなストーリー展開と善人ばかりの登場
人物からなる物語だが、このあたりは厳しい現実社会をしっかり子どもに見せている。自分と正
面から向き合うのは他人と向き合うより辛い。しかし自己を知ることは周囲を知ることにもなる。
なぜなら、自分が社会のどの位置にあるかを知るからである。ピーターとサンタ、とくにピータ
ーの落ち込み方は、年が上だけに激しい。ここでさらに辛いのは二人を慰める人も物もないとい
うことだ。伯父やサーカス団員たちからはせいぜい自分たちは育てられ方がまずかったから仕方
がないと、慰めにもならない言葉をかけられるくらいである。二人には勉強にかわる特技、すな
わち強みもない。学校へ行っても、勉強だけでなく宙返りすらできないので、皆に馬鹿にされる。
現代の学生が何もできません、何をしたらいいのでしょうかというのによく似ている。自分は何
もできない、何をしていいのかわからないとただ落ち込む一方である。落ち込む場合、実際より
大げさにとらえる人と、楽観的に小さくとらえる人がいるが、ピーターは前者にあたる。
He was not exactly cross, but somehow since they had run away people were
making him feel that they thought him stupid. Nobody ever had before. In fact
Aunt Rebecca, . . . had all in their way given him the idea he was rather bright.
He knew that he was not stupid really. All the same, the way Gus said things
made him feel a fool, which was just as bad as being one. (p.73.)
このピーターの状況は、来談者中心のカウンセリングで有名な心理学者ロジャーズ（C. R. Rogers
1902-87）の理論に照らせば、自己不一致の状態である4。人が持つ自己概念と実際の経験の重な
り具合の度合いによって問題が生じるのだが、ピーターの場合は、現実の自分と思い込んでいる
自分（自己概念）が合っていない部分が大きい。自己概念の中にはプライドが含まれているため、
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プライドを傷つけられると、自己を守る力が働き、自己不一致を起こすことになる。ピーターは
幼いながらもプライドを深く傷つけられ、高慢さとコミュニケーション力不足から、誰とも相談
できず、自分の殻に閉じこもって、一人で悩む。自分で自分が嫌になるという最も惨めな状況に
陥る。こうして自分では望まない成り行きの中で、ピーターとサンタは自分のことを知ったので
ある。
2．強みを見い出す
自己分析の後、落ち込んでばかりいては何も始まらない。自分という人間を、長所も短所も客
観的に理解した上で、生きるためには前向きに進まなければならない。ピーターは激しく落ち込
みながらも、自分に何ができるのかを必死で考える。キャリアカウンセリングで言う「洗い出し」
をする。ところが必死で考えても強みが見つからない、適性がわからない。あせればあせるほど
うまくいかない。しかし、ピーターの場合は馬丁だった父親の血が目覚めたのか、次第にサーカ
ス内の馬に惹かれていく。そしてある日、ふと自分の心の中から自然に出た一言がピーターの将
来の方向性を考えるきっかけを作ることになる。
‘I wish I could ride.’
‘Do you, son?’ Ben gave him a thoughtful glance. ‘Your dad was a groom, so
Gus was tellin’ me. Maybe it’s in the blood. You come along one mornin’ when
I’m exercisin’ the ’osses in the ring. I’ll put you up and see how you shape.’
‘Would you?’ Peter glowed. That was something like. If he were allowed to
learn to exercise the horses he would feel much better. . . . .
‘Well, I must be movin’.’ He gave Peter a nod. ‘You come along. I’ll see how
you shape.’ (pp.140-41.)
「馬に乗りたい」という素直な気持ちを漏らしたことがピーターの将来を左右する。言い換えれ
ば、無意識に発した自分の一言がきっかけとなってピーターに思いもよらなかったチャンスが訪
れるのである。これはクルンボルツの「計画された偶然性（Planned Happenstance）」5に相当
する。偶然の出来事が人のキャリアに大きな影響を及ぼすことに着目し、予定外の出来事は望ま
しいものであり、予期せぬ出来事をキャリアの機会ととらえることができた時、その出来事をい
うのである。ピーターはこの予期せぬ出来事を、すなわちキャリアの機会を無意識に捉えると、
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それまでの生意気な態度とは一変して、謙虚にサーカス団員のべンに教えを乞う。素直になった
ピーターのその後の上達は速く、最後にはベンの信頼を勝ち得る。
一方サンタの方はリングで体操演技をする子どもたちに憧れる。憧れるという気持ちの中には
自分でもやってみたいという挑戦の芽生えが生じている。その気がなかったら、声には出さない
はずである。サンタの場合、骨格が空中ブランコを花形とする体操に向いているのは遺伝的な要
素もあるのかもしれない。なぜなら、伯父のガスはテッド（Ted）という男性と組んで空中ブラ
ンコを行うからである。
‘Goodness!’ said Santa enviously. ‘I do wish I could do that.’
Ted looked at her appraisingly.
‘How old are you?’
‘Eleven.’
Ted took another sweet.
‘That’s late to start, but not too late. You’re a good build for it. I’ll come
along and show you how some time, if Gus has no objection. It’s good
exercise.’ (pp.158-59.)
兄妹のそれぞれにサポート役が登場するのはあまりにうまくいきすぎているし、サーカスという
狭いコミュニティの中で、たまたま自分の好みに合った事柄、しかも仕事に結びつきそうなもの
を見つけられたというのは、児童向けの物語ならではの都合のいい展開かもしれない。しかし、
血筋、すなわち DNAから考えればピーターは父親の、サンタは伯父の血をひいているからだと
説明できる。二人の場合、骨格がそれぞれの将来の職業に適していただけではない。自分で発し
た一言がそれまで意識していなかった自分の適性を引き出したのである。人は自分の考えや気持
ちを声に出してみることで、空気を伝わり耳から、つまり外側から自分の内側の心を知る、言い
換えれば、自分を客観視できるのである。内面の自分、すなわち無意識の自分が、表面の自分、
すなわち現実の自分を目覚めさせたのである。
ピーターにとってベンはまずは馬の乗り方の指南役（コーチ）だが、精神的に光を与えたカウ
ンセラーでもある。ベンはサーカスの馬丁、調教師、馭者、動物舎の副長（“groom, bereiter (i.e.
an assistant breaker), coachman, second head of the stables” p.55）と何役もこなしてきたか
ら、ピーターにとって人生の師としても最適と言える。ベンの言葉は、それまで誰に対しても頑
なだったピーターの心に真っ直ぐに染み込んでいく。
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Out of all the things Ben had said the only one which had stuck was the first
thing : ‘You must sit just as natural as you know how.’ Peter was not a bit
nervous. . . . .
Peter was thrilled. He did not worry at all how he was sitting. There was
something about being on a horse which satisfied some bit of him that had never
been satisfied before. He turned and grinned at Ben. (p.182.)
「できるだけ自然な姿勢で座らなければならない」（‘You must sit just as natural as you know
how.’）という上記のベンの助言は単に馬に乗ることだけではない。生き方の助言とも言える。
それまで虚勢をはって背伸びしていたピーターにとって最善の助言であり、自己分析の苦しみを
味わった後だからこそ、素直に受け入れられるようになっていた。素直な気持ちで取り組めば、
物事は案外スムーズに進むものである。そうなると、突っ張っていた角がとれ、彼の性格の傲慢
なところは穏やかになり、めめしくいじけたところは強くたくましくなっていく。
The sun was shining. It was a gorgeous day. The air smelt of sea. High up
above a lark was singing. Peter was so happy he had to let some of it out. He
made a wild whooping sound. Then he dashed through the gate in the fence and
went bounding back to breakfast. (p.183.)
やりたいことをやっと見つけたピーターはサーカスにいる伯父のもとへ来て以来、いや生まれて
初めて満足感を味わい、幸せを感じた。その気持ちは、上記にあげる周囲の情景描写から十分伝
わってくる。自分の適性を認識し、将来のことを考え出したピーターは大人へと成長を始める。
一方サンタは、ピーターより幼く（一歳だけだが）、ピーターほど深刻に物事を考えない明る
い性格からか、キャリア意識に目覚めるのが遅い。真剣に仕事を考えるより、楽をしたい。少し
前進すればすぐに休む。現代っ子と変わらぬ気質と甘い考え方を持っている。
Santa had her exercises to do for Ted Kenet. She meant to do those before
breakfast. She did for a bit, and then slacked off. People were always passing
when she was going to work. . . . . Besides, she had got far more supple since
she had occasional lessons from Ted Kenet, so she did not really think there was
need for her to work. (p.227.)
子どもも大人も、人間は自分に甘い。少し練習してできるようになると、それ以上やらないでや
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めてしまうケースはよくある。自分勝手な自己満足である。自分でも少し上達したのがわかると、
自分はやればできるのだから、今やらなくてもそのときが来てからやっても大丈夫だ、それに今
これ以上練習を積まなくても他の人にはわからないだろうと考える。できれば面倒なことは敢え
てやりたくない。まだ将来のことが確定していないため、真剣にならないというわけだ。人から
賞賛されるほど上達するにはかなりの時間と努力を要する。努力するのは好きではない、やらな
くて済む苦労は極力やりたくない。まだはっきりしない将来のために地道な努力をするより、今
を楽しく過ごしたい。もっと努力をした方がいいことはわかっているが、気が進まない。そこで
指導者にはがんばりますと言っておきながら、実行が伴わない。それでいて、その点を突かれる
ことを嫌い、必死に言い訳を並べる。まさにサンタは、いつの時代でもいる、やるべきことをや
らずに自分の怠惰な行動を正当化しようとする弱い人間の姿そのものである。見た目の華やかさ
に目がくらみ、練習を怠けていたサンタは、指南役のサーカス団員のテッドから厳しい注意を浴
びせられる。痛いところを突いた忠告にサンタは怒りを露わにする。
‘If you mean I’m fooling around,’ said Santa indignantly, ‘you’re wrong.’
‘Maybe, from the way you look at it,’ Ted agreed mildly. ‘But me, I don’t
understand bothering with anything unless you mean to work at it.’
‘I have worked.’
‘Worked!’ Ted’s voice was full of scorn. ‘You don’t know what work is. From
what Gus tells me it isn’t your fault. You were brought up all wrong. He says
you two came here supposing you’d just be fed and looked after until you were
older and then jobs found for you.’ (p.232.)
上記のサンタとテッドのやりとりで面白いのは、練習を意味する語に、働くという意味の“work”
を使用している点である。本気で子どもに技を教えるテッドにとっては、日々の練習はまさに
“work”である。「練習する」ことは「働く」ことと同じくらい重みがある。サンタのよいところ
は、一度は指導者のテッドにくってかかるが、すぐに素直に自分の非を認め、素直に助言を受け
入れることだ。テッドも現代の甘い親と違い、子どもが反発してもおろおろせず、自分の主張を
曲げない。子どものご機嫌取りなど思いもよらない。子どもだからと言って甘やかさない。「本
気でやる気がある」者以外は相手にしないと断言する。そしてそれを翻すことを決してしない。
以下に挙げるテッドの忠告はいつの時代でも通じる筋の通ったものだ。
‘Well, what else can children do?’
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‘Work. Time I was your age I had in all clear what I was going to do.’
‘But you were born in a circus. You were trained by the time you were little.’
‘That’s right ; but if I hadn’t been I’d have known what I was about. You take
Peter. He’ll be old enough to be on his own soon. What’s he going to do?’ . . . .
‘I don’t know. I suppose Gus’ll find him something.’ (pp.232-33.)
上記のサンタとテッドの会話から、他力本願のサンタの姿が浮かびあがる。まだ11歳だから仕
方ないとも言えるが、テッドは自分の子ども時代を振りかえって、子どもなりに自立精神があっ
たと主張する。つまり、ピーターとサンタに大幅に欠けるのは自立心であり、それを邪魔するの
は依存心ということになる。
やりたいことを見つける、これが兄妹二人に大きな課題としてのしかかる。サーカスにいる子
どもたちはサーカス内で生きていくのか、外の社会へ出ていくのか、巡業生活を送っている実情
から、ふつうの子どもより早く決める必要性があるのだろう。それすらも他人のおぜん立てを期
待していたサンターはぴしゃりとテッドに甘さを指摘される。かなり厳しいと感じる人もあるか
もしれないが、相手のことを真剣に思いやるテッドの助言は的を得ており、サンタにとってはア
クロバット体操のコーチであるだけでなく、人生のカウンセラーでもある。
‘Well, what? You’re neither of you any good at your schooling from what I
hear.’
Santa sighed.
‘No, we’re not. We’re very bad, both of us.’ . . . .
‘You know, I don’t understand you kids. If I wasn’t any good at my books, I’d
start practising up for something I could do. I wouldn’t want to be pushed into
some job just because I hadn’t worked at anything special.’
‘Everybody can’t be good at something.’
‘Yes, they could. Now supposing you thought you’d like to be a cook. Your
grandmother was, wasn’t she?’ . . . .
‘. . . . That’s what I mean about this tumbling. You say you’d like to learn
now. I say : “Right, I’ll show you.” Well, there’s a chance for you. I know what
I’m doing. You got a good chance to learn to do it first class. I don’t say it’ll be
any good to you. But they have people to teach exercises in these schools.
Might come in handy. Anyway, no good wasting my time fooling at it.’ (p.233.)
自分のやりたいことをやればいい、そのためには押し付けられるのではなく、自分で探し、見つ
けるのだ、その後は練習（技術の習得）あるのみだというテッドの助言はまさに現代にも通じる
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キャリア教育そのものである。サーカスという集団の中にいて、現役のスタッフの言う言葉には
強い真実の響きがある。これにはさすがにサンタも抵抗できない。
ベンやテッドの忠告は、すでに職を得ている大人に対しても十分あてはまる。二人は兄妹に対
して一人間として向き合って話をしている。だからこそ兄妹は反発を感じながらも、素直に耳を
傾けたのだろう。そしてその素直さがピーターとサンタの何よりの強みである。
3．働くということ
ピーターとサンタは自分たちの立場が理解できると、働く意識が芽生えてくる。子どもながら
も的確な状況判断ができれば、将来仕事に就くことへの抵抗感やためらいはなくなる。また、サ
ーカスという集団の中にいると、そこにいる年齢の近い少年少女たちから、必然的にキャリア意
識を学ぶことになる。下記の引用がそのことをよく示している。
Fritzi pursed up her mouth.
‘Mine father would not let us work. He says it will be time when we fifteen
are.’
‘But what are you going to work at?’ said Santa. . . . .
‘Mine mother has a sister. She was good on the flying trapeze. She marries
an American. He is a great artiste. They have with them a man to work. They
are “The Flying Mistrals”.’ . . . . ‘. . . . It may be I work with mine aunt’s
husband. . . . .’ (p.189.)
これまでみんなの練習するところを何気なく見守ってきたサンタだったが、将来一人ひとりが何
をするつもりでいるのか、考えてみたことがなかった。ペトフ家の子ども達は馬に乗り、シュミ
ット家の子どもたちはアザラシを使い、フィフィはいずれプードルの芸当の手伝いをするのだろ
うと至極漠然と思っていたのだったが、彼らはすでにしっかりと将来設計を立てていた。
It was funny now she came to think of it that she was always watching them
practice but she had never thought what they were going to do. Somehow she
had thought vaguely that the Petoffs would ride, the Schmidts train sea-lions,
and Fifi would help with the poodles.
‘What are you going to do, Fifi?’
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‘Next year I shall not go tenting with papa and maman. I am to stay in
France. I am to be the pupil of Mink.’ . . . . ‘Mink is the greatest clown there
has ever been.’ (p.190.)
Peter got on well with Hans. Hans was serious, and liked to talk of serious things.
To him the most serious thing in the world was training wild animals. . . . .
‘Shall you have sea-lions when you are big enough to work?’ Peter asked. . . . .
‘Maybe some. But mine father wish I should go to mine uncle. He has the
animals that were mine grandfather’s.’ (p.194.)
上記の言葉はアザラシ使いのドイツ人夫妻の息子ハンスによるものである。ハンスはピーターよ
り1歳半年下だが、仕事だけでなく、生き方に対しても大人並みの考えを持っている。それはピ
ーターたち兄妹にも浸透し、人任せにするのでなく、自分で物事に向き合うことを学んでいく。
大人の助言以上に、子ども同士の会話の中にさりげなく出てくる仕事の話は強くサンタとピータ
ーに響いたに違いない。だからこそ二人も将来について真剣に考え始めたのだ。子どもにとって
同世代の仲間に後れをとることは嫌なものだ。たとえ気がすすまなくても、面倒でも、仲間のや
っていることに無関心ではいられない。
人には適材適所がある、全く適性のないことや嫌なことを無理やりさせられるのは酷である。
それはいつの時代でも共通の問題であり、解決できる人とできない人、支援者に恵まれる人とそ
うでない人がいる。サーカスというのは小さいながらも一つの独立したコミュニティである。国
籍や文化や言語や年齢の異なる人たちが集まって一つの仕事をやり遂げているグローバルな世界
である。しかも絶えず移動を伴う仕事である。それ故に、人間同士のトラブルが生じる一方で、
さまざま考え方が存在し、それが時として頑なな人の心を溶かしたり、悩む人に適切なアドバイ
スを与えることになる。
働くということは生きていくということ、この基本的な労働意識が現代では薄らいでいるよう
だ。成人しても働かず親に依存しているニートと呼ばれる子どもなど、この物語の登場人物たち
には理解しがたい存在だろう。人間として、働くことの基本精神が描かれているこの作品は70
年も前のものとは思えないほど新鮮である。しかし実際はその基本精神は親から子へと代々受け
継がれてきた歴史のあるものなのである。下記のガスの言葉がそれを証明している。
‘. . . . You never knew your grandma. Proper termagant she was, bless her.
“Them as can’t work can’t eat,” she always said.’ . . . .
‘What, even when you were little?’
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‘Time I was four. Not cooking I wasn’t, not then. But doing my bit towards
preparing the dinner. And she was right. Many’s the time I’ve blessed her
since.’ (p.63.)
働くということはお金を稼ぐことだけではない。幼い子どもにとっては家事の手伝いが仕事であ
る。それは将来の勤労精神につながる。また学校教育の必要性もガスは十分認識している。
‘Taught at home! School’s what you need. What was good enough for your
grandfather, your father, and for me, if it comes to that, I reckon is good enough
for you.” (p.65.)
ピーターとサンタの伯父ガスも過去において自分の方向性で悩んだことがあった。ただガスは
自分のやりたいことがはっきりわかっていた。父親の反対が大きな壁だったが、父親の雇い主で
ある公爵が認めてくれたという。父親が反対だったのは、家族や先祖の誰も踏み入れたことのな
い未知の世界である芸人の道へ息子が進むことへの不安と嫌悪からだったのだろう。それはいつ
の時代でも共通の親心である。
‘I started all right. I was always turning somersaults and flip-flaps and
practising hand-stands, and though my old dad walloped me it didn’t cure me.
So when I was just turned twelve he spoke for a place for me under him in the
garden.’ . . . . ‘Wonderful old chap, his grace. They don’t make them better. He
had me up to the house that evening. Made me show him all I could do. And in
spite of my dad, who was dead against it, had me apprenticed to Mr Cob.’ . . . .
‘Was he (i.e. Gus’ father) against it because your feet wouldn’t be under
somebody else’s table?’
‘Partly it was. Mostly it was me being in the theatrical line. Never been
anything like that in our family.’ (pp.66-67.)
公爵はガスの才能を見抜き、希望を理解し、反対する両親を説得してくれた。伯父のガスにとっ
て、父親の奉公先の主人である公爵がキャリアカウンセラーの存在だったのだ。
伯父だけでなく、周囲の大人であるサーカス団員たちは、前出のテッドやベン同様、決して子
どもを甘やかさない。しっかり言うべきことを言う。そうしないと、サーカスの場合は命の危険
が伴うからである。だから子どもたちも時には反発しながらも、たいていの場合は素直に従う。
現代のキャリアの問題の一つには子どもの甘えより、親である大人の甘やかしがある。それがこ
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の作品ではほとんどない。中には子どもの才能をやや親ばか的に買っているサーカス団員たちも
いるが、かれらも子どもに対しての訓練は十分に行い、真剣に仕事に向き合う。つまり日々、真
剣勝負の姿勢で仕事に取り組む姿を子どもに見せることで、確固たるキャリア意識を持つ必然性
を示している。それを子どもたちはつぶさに見ている。これはピーターたちが伯母のところにい
たときに出会った大人たちと大きく違う点である。兄妹は働くということは責任を持つことだと
いうこと、何もしないでぼんやり過ごすことの無意味さをサーカスの芸人たちから自然に学ぶ。
Gus held Peter by his coat sleeve.
‘Every artiste in the circus puts up and takes down his own stuff. Pork and
beans, where’d he be if he didn’t!’
‘Dead,’ said Ted. (p.62.)
‘. . . . “. . . . Animals was like us. Each one he like to have something to do.
If he is free that is best. But if he cannot be free then it is kinder he should
work. Just to sit in a cage with all day nothing to do, that is terrible.”’ (p.196.)
4．コミュニケーション力と社会性
ピーターとサンタは伯母に死なれて以来、キャリアの道をすすむことを余儀なくされたが、伯
父をはじめ、周囲の人間との和を保つ苦労も味わなければならなかった。先に述べたように、二
人は公爵夫人をすべての手本とする階級意識がこびりついていた伯母に育てられ、友達も親戚も
おらず、学校へも通っていなかったため、高慢な態度は身についたが、協調性やコミュニケーシ
ョン能力は極めて低かった。相手に対して礼儀正しくふるまうことはできても、へりくだること
はできなかった。また仲間意識をもってフランクに会話することも教わっていなかった。こうし
た社会性を身につける必要性にせまられたが、当然のことながらすぐにはうまくいかず、何度も
伯父と衝突し、学校では恥ずかしい体験をし、苦い涙を呑む羽目になった。伯父はなんと扱いに
くい子だと思う一方、ピーターたちはなぜ自分たちはもっと優しくしてもらえないのかわからず、
鬱積した気持ちが互いにたまっていった。それらの多くは双方の勝手な思い込みに原因があった。
Aunt Rebecca had run her house for them, and they had always taken it for
granted she liked doing it. They had come to Gus. They had thought that
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perhaps to please Mr Stibbings they would be sent to the orphanages, but they
had never thought that it would have suited Gus. It was a new idea. Peter
could not accept it right away. He felt he had a proper grievance, that he was
being picked on unfairly. It was not easy to switch his mind to what Gus was
putting up with on his account. (p.175.)
上記の引用から、いかにピーターとサンタの考えが甘いかは明らかだが、周囲を思いやるという
躾や教育を受けていなかったことが原因であることも確かである。親が自分たちの面倒を見るの
は当たり前と思い、親には何を言っても大丈夫だと、我儘を平気で口にする子どもの態度は今も
変わらない。しかし、ガスやサーカスの仲間たちは、子どもも含めて、皆強い独立心を持って生
きている。仕事が期間を区切った契約制であり、怪我や事故の危険性と移動を伴うことから、心
身ともに頑強でなければ耐えられない。その強さは他の職業人より上回るものかもしれない。だ
からこそ、サーカス団員たちは、大人も子どもも、ピーターとサンタの甘えには許せないものを
感じたに違いない。さらに、ガス自身もぶっきらぼうで人当りのよい性格とは言い難く、一度も
家庭をもったことがないため、二人の子どもは生意気で、理解を超えた新人類のように見えてし
まったのだろう。それまで全く違った環境にいた双方のコミュニケーションの行き違い、すれ違
う心をとりあげてみよう。
Gus looked at Peter and sighed. What a difficult boy. What was the matter
with him now? He had seemed keen enough about the circus the day they
arrived, but since yesterday he had been as cross as a bear. He had come back
for his midday dinner sulky and silent. He had returned again at tea-time
worse than ever. Gus had sent him and Santa off shopping with Mrs Schmidt,
and had hoped that would cheer him up ; but no, he had reappeared in just as
bad a mood, and had hung about the caravan until it was time for bed. Today
was just the same. What had bitten him? Gus tried to be fair, but he suspected
that the trouble was snobbishness. The boy thought himself too good for his
school. If that was so, the sooner he got over it the better. (p.117.)
It was not very nice at Carlisle. It rained all the time. Peter was still in his
bad mood and hated himself for being in it. Gus was worried because Peter
seemed unhappy. Between being certain he was suffering from snobbishness
because he did not like going to school, he had moments when he wondered if he
were to blame. When he felt like that he tried to say something nice, which
Peter answered in an off-hand manner, then Gus lost his temper and scolded
him, and Peter sulked more than ever. Santa did not feel very cheerful ; she
never was when Peter was miserable. (p.130.)
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ピーターには子どもなりのプライドがあるから、自分が学校で不出来だったことや恥ずかしい思
いをしたことを口にできない。そのため不機嫌な態度をとってしまう。ガスはその事実を知らな
いため、ピーターをひねくれた嫌な子だと思う。ピーターは他人との接し方に、ガスは子供への
接し方に慣れていない。どちらも心の内をさらけ出さないため、誤解が生じ、互いに嫌な相手だ
と思ってしまう。これは現代の学校でも職場でも起こりうることであり、回数を重ねるごとにそ
の溝は大きくなる。
ベンに言われて、ピーターは初めてガスが自分たちを引き取るために多大な犠牲を払っている
ことに気付く。そのため、ガスに気に入られようと、サンタとともに手伝いを申し出たり、こっ
そりやってみるが、うまくいかない。また、ガスにはそのような子どもたちの気持ちが全く理解
できず、喜ぶどころか、不快感を増す。
It was not as easy doing things for Gus as it seemed as if it would be. He was
the most independent man. The first day when Santa cooked his breakfast he
seemed surprised to find it ready for him, but not a bit pleased or grateful. He
did eat his bacon and eggs, but he turned every mouthful over suspiciously with
his tongue. . . . . Santa was discouraged. She thought there were times when
Gus was difficult to like as much as people ought to like an uncle. (p.184.)
サンタは食事の片づけや靴下の繕い、ピーターは車の掃除を試みるが、どれも失敗に終わり、伯
父との心のすれ違いは少しも埋まらない。ガス自身も多少は子どもの気持ちがわかり、自分を恥
ずかしく思い、仲直りをしようと思うのだが、子どもを扱ったことがないため、なんと切り出し
たらよいのかわからない。それ故、ピーターたちはガスに怒りをぶつけ、誤解は深まる一方だっ
た。
二人の子どもにとっても、大人のガスにとっても共同生活には様々な葛藤を生じる。職場にお
いても同じで、双方が善意で行動しても、それがかえってあだとなってさらに関係がこじれるこ
とはよくあることだ。児童文学なので、その葛藤はさらりと描かれ、やがては解決するのだが、
なかなか気持ちが通じ合わない展開はリアルで、その描写には共感を呼ぶものがある。
最初は伯父やサーカスに疎外感を感じていたピーターとサンタだが、共に生活するようになる
と自然に遠慮や配慮を学ぶようになり、やがてサーカスの一員であるという自覚（“It was grand
to be part of something which pleased such a lot of people. To be even a little bit of such a
gay procession.” p.203．）を持ち始めるようになる。それは二人に社会性が身についた証明であ
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る。少しずつ兄妹が将来に向けて真剣に考え、目標が定まってくると、伯父との関係も円滑にな
っていく。その進み方はゆっくりだが、キャリア意識とコミュニケーション力と社会性が同時に
少しずつ膨らんでいくのである。ピーターとサンタとの同居（トレーラー生活）は、それまで気
ままな一人暮らしだったガスにとっては責任感や子供心への理解の学習だったと言える。つまり、
子どもも大人もそれぞれ成長したのである。
5．将来設計
‘Have you thought what you’re going to do when you leave school?’ Santa
asked. To her surprise he did not say at once ‘No’ and ‘Why should I?’ and then
change the subject. Instead he said :
‘Why?’
She told him about her talk with Ted. . . . .
‘I’m going to be a groom.’ . . . . ‘There’s no need to sound grand about it. Our
father was. Anyway, it’s a jolly good job. You can ride the horses when you
like.’ (pp.234-35.)
短期間のうちにピーターは厳しい現実を知り、打ちのめされ、周囲に同情や軽蔑され、それでも
暖かな助言をもらい、苦しみながら、自分で将来に光を見出す。自分が何を好きなのか、何がで
きそうなのかを考え、その結果自分で出した結論は、馬丁になろうという将来設計だった。よう
やく考え出した方向性だが、それは伯父のガスの抱くプランとは異なるものだった。多くの親が
そうであるように、ガスは甥と姪を進学させようと考えていた。そこでまた子どもたちの心に葛
藤が生じる。
‘Well, I’ve written to that Reverend Stibbings. He speaks well of Mrs Ford. I’m
fixing to take two rooms for you in her house. You’ll go to school from there.
Later there’s good technical schools in the neighbourhood. We’ll see how you
shape. They’ll maybe be able to fix you both in offices.’ (p.257.)
面白いことに、ガスの考え方は現代の親とよく似ている、ホワイトカラー、すなわち会社員にな
ることがベストであると考えているのだ。だんだんガスに世話になった恩を感じるようになって
きたピーターはその心がわかるので、真向から反対できず、悩むことになる。二人は他の人がそ
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ばにいるときは明るい顔をするように努めるが（これも社会性が身についてきた成長の証である）、
二人だけのときはふさぎ込んで、将来に対して悲観的になる。
‘I expect you can be a groom just the same,’ Santa said.
But Peter knew it was a false hope.
‘What, after just six months with horses? Not likely. If I’d had another year I
might have had a chance. Fat chance I’ve got of even seeing a horse, living with
Mrs Ford.’
‘It’s the same with me. If I’d had a bit longer lessons with Ted I might have
been able to train to teach gymnasium. I wouldn’t like it much, but I’d like it
more than going in an office.’
‘Well, you can practise your exercises. That’s more than I can my riding.’
Santa shook her head.
‘I’m not twelve yet. Over three years of living with Mrs Ford will kill all
ambition in me. When I’m fifteen I’ll just take the first job I’m offered.’
‘We’ll be very lucky if we get jobs in offices. I might start as an office-boy, but
I shouldn’t think I’d ever get any farther. I can’t spell.’
‘Nor me,’ . . . . ‘Ours is a very bad outlook.’
‘All the same we’ll have a try.’ . . . . ‘Gus is spending his savings on us.’ . . . .
‘I do wish he wouldn’t. There’s one thing, we shan’t cost him anything at
technical schools. I shouldn’t think we’d ever get in. It’s a shame he’s got such
stupid relations.’ (pp.259-60.)
つい数か月前は働くことなど全く念頭になかったピーターとサンタだが、いずれやってくる15
歳という年齢になれば就職することは当然のこととして受け止めるようになっている。自立心も
向上心も生まれ、キャリア意識も高まってきている。それでも伯父のガスの自分たちに対する配
慮を考えると、なかなか自分たちの将来への望みを口にできない。ピーターとサンタが伯父の考
える将来を客観的に判断できるようにまで、自己分析ができているのは皮肉なものだ。一方、ガ
スも自分の貯金を二人のために使う気持にまでなってきている。以前と違って、誤解ではなく、
お互いの思いやりがかみ合わないのだ。これもまた遠慮からくるコミュニケーション不足が原因
である。
サーカスにいる周囲の大人たちも二人の適性を認めながら、自分の子どもではないので口を出
せない。仲間のガスの気持ちも理解できるので、否定もできず、なんとか二人を励まそうとする。
‘Mind you,’ he (i.e. Ted Kenet) said, . . . . ‘old Gus is doing right by you.
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Nothing like education. Never had much of it myself, but I know it’s a fine
thing to have. All the same, it’s a pity you can’t keep this up. You’ve come on
wonderful. If I could have had you another year I’d have made a smart little
acrobat of you.’ (p.261.)
テッドがサンタを慰め、励まし、ベンはピーターにかすかな希望を与える。
‘You work hard where you’re going. You try to get into this technical school,
because that’s what Gus fancies, and ’e’s payin’ the piper and ’as a right to call
the tune. But if you can’t make it, then let me know. I’ll have a talk with Gus.
Maybe we could fix something for you.’ Peter’s face lit up. Ben put his hand on
his arm. ‘But mind you, don’t you write to me unless you can say honest that
you worked all you knew. Neither in a stables nor anywhere else is there room
for one as doesn’t.’ (p.262.)
兄妹自身も周囲の大人たちも、ガスの考えに従った進路に進まなければならないと諦め始めたと
き、状況が大きく変わる事件が生じる。サーカス内で予期せぬ火事が起こり、消火活動に積極的
に活躍した二人に、団長のコブが救いの道を開き、団員達も後押しをするのである。
‘What are you doing with these kids, Gus? . . . .’ . . . .
‘That’s fine. But there’s all sorts of education, Gus. It strikes me on the
showing of tonight they’ve learned a good piece travelling with us. Can’t you
keep’em with us?’
Gus shook his head.
‘I would, but there’s no future for them here. You got to think of the
future.’ (p.269.)
親には、自分と同じ道を歩ませたいという者と、全く違う道、できれば進学して知的専門職につ
いてほしいと願う者がいる。親代わりのガスは愛情と責任感から、甥と姪を学校へやり、その後
に仕事に就けるよう考える。自分の所属する職場ほどその難所がよく見えるものであるから、よ
もや、自分と同じ道を進ませようとも思わないし、まさか甥と姪がそれを望んでいるとは夢にも
思わなかった。ここで、テッドはサンタに生まれつき才能があるから、将来、すぐれたアクロバ
ット芸人（アーティスト）に育てると宣言する。一方はベンはピーターには見込みがある、生ま
れつき馬術の勘を持ち、動物舎の生活に自然にはまりこんでいると主張する。そこで団長のコブ
が妥協案を提供する。
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‘I’d like it, Gus. I owe the kids something. They can go to the quarters with
you and go to school near by. Then Santa can work with Ted and later practise
with the girls, and Peter can keep on under Ben. It’s a big chance, really.’
(pp.269-70.)
コブの提案は今でいうパースンズ（Frank Parsons 1854-1908）の特定因子論《「丸い釘は丸い
穴に」と言われるように、個人の能力・適性・職業の特性を合わせる適材・適所の考え方》6に相
当する。ストレットフィールドはそのような理論は全く認識していない。すぐれたキャリアノベ
ルは理論など必要ないのである。理論は後からついてくる。つまり、職業選択の根幹をなす基本
的な考えは昔も今もさほど変わらないのではないだろうか。
最後には、ガスも納得し、兄妹はサーカスの仲間になったと団長が宣言して物語は幕を閉じる。
おわりに
作者のストレットフィールドは、自伝的小説によれば、牧師の娘であるが、活発で反抗的で、
自分の気持ちを両親をはじめ周囲の大人たちになかなか理解されない少女時代を送ったようであ
る。7ロンドンの演劇美術学院で学んだ後、プロの女優として活躍した。父の死後、作家業に転向
し、編集者に勧められ、演劇界を舞台にした子供の本を書くようになった。その成果は『バレエ
ー・シューズ』の大評判となって表れ、BBCのテレビドラマになり、最近では映画化されてい
る。『サーカスきたる』を執筆するにあたっては、あるサーカスの巡業に実際に同行し、その生
活を内側から観察した。そのため、作品全体にリアル感が溢れている。
『サーカスきたる』はキャリアノベルのパイオニアというべき小説だが、現代にも通じるキャ
リア意識や問題を多く含んでいる。この作品が与えるメッセージのすべてを、読者である子ども
たちがしっかり受け止めるかどうかを判断するのは本人次第である。舞台が特殊なサーカスであ
ることから、自分たちとは違う世界の話なのだと考える可能性は高い。しかし、ハイティーンの
少年少女なら、読みこなせるはずである。進学に悩む者、卒業後を模索している者、自分に自信
がない者、自己分析ができていない者、劣等感の塊の者など、自分の生き方に悩む若者に多くの
ヒントを提供している。まずは自己を見つめなおし、自分の経歴の棚卸をし、特技や強みを探す。
同時に自分の足りない点もしっかり把握する。そして自立心を養うべく努力をする。真剣にやっ
てみてうまくいかないなら方向転換する。こうした内容は、現在高校や大学で行われているキャ
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リア教育そのものである。そのキャリア教育を難しい理論や説明なしに、ストーリーの展開の中
でさらりと見せている。その上子どもを理解するのに悩む親の立場も描かれているから、親子で
読んで学べる小説だと言える。さらにキャリアに関係なく、人間同士の理解のため、コミュニケ
ーションの大切さや共同生活のむずかしさもこの物語から学ぶことができる。
すぐれた作品は時代が変わっても読み継がれていく。そこに述べられているメッセージは素直
に受け止めればよい。単純なメッセージだと批判する人もいるかもしれない。しかし本当に伝え
たいことは簡潔で分かり易いものであるべきだ。仕事とは何か、生きるということは何か、人生
についてベンが語る言葉にそのすべてが凝縮されている。
‘It’s like life,’ he said. ‘You goes along all confident thinkin’ all’s going nice.
Then one day somethin’ happens and you fall on your nose. When you gets up
you’re careful for a time. Watch where you’re goin’ so you don’t trip. It’s the
same with ’osses. You get so easy you gets careless. Then the ’oss stumbles or
rears a bit at something and off you come. I never could abide a rider what
treated a ’oss like he was a bed. Somethin’ just to go to sleep on.’ (pp.226-27.)
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